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は じ め に 

地球環境の保全は人類共通の課題であり、一方、エネルギーの安定確保、都市環境の

改善は、わが国としても大きな課題となっている。 

2005 年 2 月 16 日に京都議定書が正式に発効し、日本の温室効果ガス排出量の 1990

年比 6％削減が国際公約となった。しかし、その一方で、2002 年度時点でのわが国の

温室効果ガスの排出量は、1990 年よりも約 7.6%増加している。とくに運輸部門からの

排出量は約 20.4%の増加となり（2002 年度実績）、産業・民生部門の増加率を上回っ

ている。 

わが国は、京都議定書の目標値を達成するためにも、クリーンエネルギー自動車の開

発・普及を積極的に進めていかなくてはならない状況にある。 

現在開発が進められているクリーンエネルギー自動車の中でも、燃料電池車（Fuel 

Cell Vehicles）は、その良燃費性と低公害性によって「次世代自動車の本命」と位置付

けられている。米国カリフォルニア州では 2000 年 11 月から CaFCP により燃料電池

車の実証走行試験が実施されており、日本においても経済産業省の「固体高分子形燃料

電池システム等実証研究」補助事業として、「燃料電池自動車実証研究」及び「燃料電

池自動車用水素供給設備実証研究」（水素・燃料電池実証プロジェクト：JHFC プロジ

ェクト）が 2002 年度からスタートした。2002 年 12 月、トヨタ、本田が、限定された

台数ではあるが、世界で初めて官庁へ燃料電池車のリース販売を行ったのに続き、2003

年 12 月には DaimlerChrysler が、2004 年 3 月には日産自動車も限定リース販売を開

始した。また、欧州では CUTE 等の大規模な実証試験が 2003 年 5 月から、米国では

DOE による FCV 実証・評価試験が 2004 年 10 月から、各々開始されている。 

燃料電池車の開発・普及を進めるためには、個々の要素技術について開発を推進する

と同時に、燃料電池車の開発動向やそのインフラ整備状況を広く把握して、現実に即し

た計画を推進することが求められている。 

このような目的において、財団法人 日本自動車研究所（JARI）では、経済産業省の

委託を受け、燃料電池車に関する技術動向調査を JARI 内に設けた「燃料電池車技術調

査検討会」のもとで進めてきた。具体的には、自動車メーカー、燃料電池関連材料メー

カー、燃料供給会社、国立研究所や大学、政府機関等を訪問して、燃料電池車に関する

最近の技術開発動向や燃料電池車開発ための施策および水素社会実現のための施策に

つき調査を行った。 

本書はその調査結果を取りまとめたものである。 

本報告書が、わが国の燃料電池車の開発・普及の一助になれば幸いである。 

 

平成 17 年 3 月 

財団法人 日本自動車研究所 


